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標記大会を下記のとおり開催します。ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

◇主  催 長野県視覚・放送・情報教育研究会  下伊那大会推進運営委員会  ＮＨＫ長野放送局 
◇共  催 長野県市町村教育委員会連絡協議会  飯伊市町村教育委員会連絡協議会 松川町教育委員会 
      高森町教育委員会 喬木村教育委員会 豊丘村教育委員会 大鹿村教育委員会 

     下伊那校長会 下伊那教育会 下伊那視聴覚協会 
◇後  援 長野県教育委員会  信濃教育会  長野県高等学校視聴覚教育研究会 

     公益財団法人日本教育公務員弘済会長野支部 
 

記 
Ⅰ 期  日  令和７年１１月６日（木） 
 
Ⅱ 会  場   午前   受付は下記のそれぞれの会場でお願いします。 
        （１）公開授業･授業研究会場  松川町立松川中央小学校 高森町立高森南小学校 豊丘村立豊丘南小学校 
                        松川町立松川中学校 喬木村立喬木第一小学校・喬木中学校  
                       ※喬木第一小学校と喬木中学校は合同開催 
        （２）番組研究委員会会場    松川町中央公民館えみりあ・松川町民体育館（松川町元大島 3592-2） 
        （３）情報教育研究委員会会場 松川町中央公民館えみりあ 
 
         午後   
                 全体会会場（開会行事・講演会（パネルディスカッション）・閉会行事） 松川町民体育館 
 
Ⅲ 大会日程   午前中の詳細な日程は､公開授業校、各委員会により多少異なります。 

詳しくは県視放情研ホームページでご確認ください。 
                 9:00                                        12:00   13:20  13:50     15:10   15:30 
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【各会場受付時間】 

会場 受付時間 会場 受付時間 
松川中央小学校 ９：００～９：２０ 松川中学校 ９：２０～９：４０ 
高森南小学校 ９：００～９：２０ 番組研究委員会（中央公民館・町民体育館） ９：１０～９：３０ 

豊丘南小学校 ９：００～９：２０ 情報教育研究会（中央公民館） ９：２０～９：４０ 
喬木第一小・喬木中学校 ９：００～９：２０  

 

 
    大会主題   「自ら考え、自ら学び、未来を切り拓く子どもの育成」 
              ～確かな学びと豊かな心を育む教育メディアの活用～ 
 
     研究主題   「教育メディアを有効に活用し、一人ひとりの子どもに確かな学力を身につけ、 
              心豊かな人間性の育成を目指す」 

第５７回 長野県視覚・放送・情報教育研究大会 下伊那大会 



Ⅳ 公開授業・研究委員会 
 

番号 
授業会場 公開校研究テーマ 教科

等 

学

年 

単元名 授業者 助言者 

小
学
校 

１ 
松川町立 

松川中央小学校 

子どもたちがより深い学習を行う

ことのできる協働的な学びの場の

研究 

国

語 

２

年 

お話のさくしゃに

なろう 

近藤 哲 三石 啓介 
（南信教事） 

２ 
高森町立  

高森南小学校 

聴き合う～ペア・グループの学び

を支える教師のあり方～ 

国 

語 

５

年 

やなせ たかし 

－アンパンマン

の勇気－ 

中村 瑠香 水野 真澄 
（総合教育
センター） 

３ 
豊丘村立  

豊丘南小学校 

問いや気づきを伝え合い、学びを

深めていく子ども 

社 

会 

５

年 

これからの工業生産

とわたしたち 

平澤 展 高野 昌生 
(東信教事) 

中
学
校 

４ 

松川町立  

松川中学校 

 

自らの考えに自信をもち発信でき

る生徒の育成～お互いの考えを受

け入れ追究を深められる授業の実

践～ 

社

会 

３

年 

公民分野 

「地方自治」 

小林 颯 北澤 健一 
(南信教事) 

小
学
校
・
中
学
校 

５ 

 

喬木村立  

喬木第一小学

校 

つながりを意識し、探究していく

児童の育成 
算

数 

２

年 
かけ算 貝瀬 真奈 

 

 
 
 
 
 
 
東原 義訓 

４

年 

面積 飯田 知大 

喬木村立 

喬木中学校 

生徒が主体的に学びに向かうため

の授業づくりの実践 

体

育 

１

年 

卓球 櫻井 友樹 

数

学 

２

年 

図形 増澤 幸治 

理

科 

３

年 

物理分野 川上 沙紀 

 

 番号 分散会会場 教科等 研究テーマ 

 
 
 
番
組
研
究
委
員
会 

小

学

校 

① 会議室 社 会 

授業での NHK for School の効果的な活用について意見交換・情

報交換を行い、放送教育の研究推進および普及進展を図る。 

② 学習室１ 理 科 

③ 学習室２ 道 徳 

④ 学習室３ 総合・外国語 

中

学

校 

⑤ 体力相談室 社 会 

⑥ 音楽室 理 科 

⑦ 視聴覚室 道徳・特活・総合 

 

情報教育 

研究委員会 

ホール 

（ホール内

に３ブース

を設置） 

 
「ＧＩＧＡスクール構想による一人一台端末環境を活かす授業」 
研究委員が所属する学校の課題解決に向け、校内教員等と協働し
ながらチームとしての実践を積み重ねた上で、成果や課題を整理
し、発信する。 

※学習指導案、学校案内等は、参加者に直接メールにて配信いたします。（学校によっては当日配付もあり得ます） 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅴ 番組研究について 
１ 目的 

授業での NHK for School の効果的な活用について意見交換・情報交換を行い、放送教育の研究推進および普及進展
を図る。 

２ 助言者 
NHK for School 番組制作担当者 

３ 番組研究の持ち方 
(1) 番組研究委員は、 学校放送番組の中から１番組または１シリーズを選択して視聴し、各自がそれをもとに実践したレ

ポートを持ち寄って発表する。 
(2) レポートを中心にして話し合いを深めるとともに、 助言者 (番組を制作する側)からの助言をいただき、 放送を利用

した学習の特質を明らかにし、 より効果的な学習指導のあり方について研究する。 
４ 番組研究の教科等と視聴する番組例 

 令和 2 年度より、小・中学校の理科や道徳、小学校３～６年の音楽、体育、そして小学校５年の社会、小学校５・６
年の図工、小学校１・２年の外国語活動などで新番組（含、一部新作）があります。教科や領域にこだわらず御活用く
ださい。新番組を含めた番組一覧は、以下の HP を御覧ください。 
https://www.nhk.or.jp/school/guidebook 
 

 番号 教科等 視聴する番組例 

 
 
 
 
 
 
小
学
校 
 
 
 
 
 
 
 

① 社 会 

・小３「コノマチ☆リサーチ」 
・小４「よろしく！ファンファン」 
・小５「ズームジャパン」 
・小６「歴史にドキリ」「社会にドキリ」 

② 理 科 

・小３～６「ふしぎエンドレス」 
・小３～６「ふしぎがいっぱい」 
・小・中・高「考えるカラス」 
・小・中・高「大科学実験」 

③ 道 徳 
・小１，２「銀河銭湯パンタくん」 
・小３，４「もやモ屋」「時々迷々」 
・小５，６，中「ココロ部！」「ＳＥＥＤ なやみのタネ」 

④ 総 合 
外国語 

・小３，４「エイゴビート」 
・小３～６，中「ツクランカー」 
・小５，６，中「キミも防災サバイバー」 
・小４～６，中「しまった！～情報活用スキルアップ～」 

 
 
 
中 
学
校 
 
 
 

⑤ 社 会 
・「１０min.ボックス地理」 
・「アクティブ 10 レキデリ」 
・「アクティブ 10 公民」 

⑥ 理 科 ・「１０min.ボックス理科 理科第１、第２分野」 
・「アクティブ１０ 理科」 

⑦ 
道 徳 
特 活 
総 合 

・「アクティブ１０ ミライのしごとーく」  
・「アクティブ１０ プロのプロセス」 
・「地球は放置してても育たない」 
・「いじめをノックアウト」 

 
 
Ⅵ 情報教育研究について 

１ 日的 
 ＧＩＧＡスクール構想による一人一台端末環境を活かした授業実践を行い、成果や課題を整理し、発信することを通
して、各地区や県内全体の情報教育推進に資することを目的とする。 

２ 情報教育研究分科会の持ち方 
（1）情報教育研究委員は、自分が所属する学校の課題解決に向け、校内教員等と協働しながらチームとしての実践を積み

重ねた上で、成果や課題を整理し、レポート等資料にまとめ発表する。 
（2）発表内容について質疑応答を行い、参加者それぞれの授業実践を振り返りながら意見交換をすることで話し合いを

深めるとともに、各校や各地区における情報教育の状況について情報交換を行う。 
 
 
 



Ⅶ 全体会 
１ 開会行事            13:20～13:45 （25 分） 
２ 講演（パネルディスカッション） 13:50～15:10 （80 分） 

講 師（ファシリテーター） 信州大学名誉教授  東原 義訓 先生 
演 題 「ひとり 1 台端末を活用した“対話的な学び”づくり」（仮） 

３ 閉会行事            15:10～15:30 （20 分） 
 
 
 
 

Ⅷ 参加手続き 
１ 参加費   ひとり 1,000 円 
２ 参加申込み 

（１）参加申込み方法 
① 各学校では、参加申込フォームより参加申込手続きを行う。 
   
 
 
 
 
 
② 各郡市代表委員は、参加申込確定後、参加にかかわる費用を下記口座に振り込む。 
  ※振込手数料を差し引いた金額を振り込んでください。 

【振込先】八十二銀行 市田支店（店舗番号 582） 
普通口座：351493 
名 義：第 57 回長野県視覚・放送・情報教育研究大会 

 代表 辰野 有紀（タツノ ユキ） 

（２）申込期限 
①各学校から申込フォームへの入力：１０月１０日（金） 
②各郡市から参加費の振り込み：  １０月２４日（金）必着（厳守）  
◎申し込み後の参加取り消し等の場合には、できるだけ代理出席者に委任するなどしてください。なお、新型コロナ

ウイルス感染拡大等により研究大会が中止になった場合でも、返金はいたしません。 
３ その他 

（１）昼食は各自でご用意ください。番組研究委員会および情報教育研究会の会場を昼食会場として開放いたします。 
（２）上履きを持参してください。 

 
 
 
 
 

                                                          
 
令和７年度 下伊那大会推進運営委員会事務局（大会事務局：参加申込み等） 

飯田市立緑ヶ丘中学校  飯島 政樹  ［メール］ iijima.masaki@ed.iidanet.jp 
                   ［電 話］ 0265-22-1469 
                     ［ＦＡＸ］ 0263-22-1417 
                   ［ホームページ］ https://shihojoken-nagano.com/ 
 
※指導案や資料、学校案内等は、参加者に直接メールでの連絡または当日授業会場で配付いたします。 
※大会にかかわるすべての問い合わせは下伊那大会事務局にしていただき、公開授業校および大会会場への直接の問い合

わせは行わないようお願いいたします。 

                      連絡先                                 

https://forms.gle/Ys7HXdfrFTScN5Dv7 

参加申込フォーム 


